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北海道―陸別短波レーダー初期結果 3:　地上散乱エコーと電離圏・熱圏擾乱

Initial results from Hokkaido HF radar observation 3: Ground scatter echoes and iono-
spheric disturbances
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2006年 11月,北海道―陸別 HFレーダー (地理座標: 43.53度, 143.61度)の設置が完了し, 12月初旬から定常観測を開
始した (西谷他講演参照).本レーダーは, Super Dual Auroral RadarNetwork (SuperDARN)を構成する他のレーダーと同様,
電離圏に存在するプラズマ密度の不規則構造からの散乱波を観測し,そこに印可されたドップラーシフトから電離圏プラ
ズマの水平対流速度をモニターすることができる (片岡他講演参照).

一方で,北海道─陸別 HFレーダーは,上で述べた電離圏エコーに加えて,地上からの散乱エコーも頻繁に観測する. こ
れらのエコーは,送信電波が一度電離圏で反射した後,地上で後方散乱し,レーダーまで戻ってきたものと考えられる. こ
れまでの研究によって,地上散乱エコーには,中規模移動性電離圏擾乱 (MSTID)に伴う密度の揺らぎや, ULF波動に伴う
電離圏の上下動に関する情報が含まれていることが知られている.

本研究では,稼働開始から半年間のデータにもとづいて,地上散乱エコーの統計的性質を解析した. その結果,北海道─
陸別 HFレーダーで得られる地上散乱エコーの発生頻度には,地方時の真昼と真夜中に 2つの極大が存在することが明ら
かになった.地方時で真昼の時間帯に得られる地上散乱エコーの中には, MSTIDの低緯度伝搬に対応すると考えられる電
波受信強度の時間変動が顕著にみられる. 発表では,この波状構造の出現頻度について統計的に調べた結果も報告する予
定である.

一方,地方時の真夜中付近で得られる地上散乱エコーは,昼間側のそれと比べてレーダーに近い領域において観測され
ており,時に 100 m/sを超えるドップラーシフトが印可されていることがある.このドップラーシフトは,電離圏の上下動
によって散乱電波に印可されたものであることが想像されるが,その値の正負が観測される地方時に依存しているように
も見えるため,電離圏エコーの可能性もある.またこのエコーはスペクトル幅が比較的広いという性質をもつため,スペク
トルが複数のピークを持っていることも考えられる.講演では,エコーのスペクトルの形状に関する情報なども加味して,
その出自を議論する.

また,以上で述べた地上散乱エコーの発生頻度が送信周波数や地磁気擾乱度 (Kp指数)にどのように依存しているのか
についても報告を行い,今後,レーダー運用の方向性を議論する際に必要な情報を整理したいと考えている.


